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21年2月 眉山人 ｢魂鷹秘事枕｣に ｢西鶴のいふ美形とはこれか｣という記述｡
(活版非売本 『我楽多文庫』16号)


















































































































































































紅葉の出世作 『二人比丘尼色俄悔』は遭遇の出来事月表の記述 ｢3月 西鶴の羽ばたきソロ
ソロ世間にひらく｣に結びつけられて,そのためにこの作は長く彼の西鶴文体作品の つ にか







































人 文 学 報
は伝えられていないし,その後の西鶴-の傾倒に彼らが影を落とした形跡はない｡杉浦垂剛の
称好塾に籍を置いた水蔭,小波らもまた,その思想的背景にそれをうかがわせるものを持たな


























軒 ･露伴の ｢井原西鶴を弔ふ文｣や魯庵の ｢日本の三大家｣が掲載されたことについてはすで





































Ⅴ お わ りに
明治20年代の元禄文芸の復興を論じる場合,西鶴をその代表とみなして紅露の作品を中心と
191一






































































人 文 学 報
輩は修業を積みて妄想を堅めつけし人力の外道｣ といい,｢唯西鶴は時に兵珠にはあらずとも
磯辺の片 し貝位は拾ひ得て世に出したるかと思はれ｣,｢邑蕉のみは晩年葉物を出し得たりと考






























4) 木崎好尚の rLTq-鶴の墓｣(『読売新聞』22年11月14口)では,好(.I;)の墓参時.すでに墓石には ｢元








5〕 平田 ｢近代文学とパンクチュエーション- 明治初期作家たちの区切り符号をめぐ-'て- ｣
(吉田光邦編 『一九世紀日本の情報と社会変動』1985年3ノ｣)参照｡
6) 露伴における説話文体については平田 ｢近代文学におけるロマネスクの系譜- 露伴の 『語り』
をめぐ-'て-1 川国語回文』第54巻6号,日嗣n60年6月)参照C
7) 高田早曲はこれについて ｢文芸委員の顔触れ (岡倉覚二,佃野碩,大田原則孝,高田早晩 坪内
雄私 製 日真頼,山田武太郎,古河黙阿弥,小中村活鉦,饗庭与=.那,森田文蔵,森林太郎,関直
彦,関根正直,鳥居悦,尾崎徳太郎,川尻宝琴,須藤光輝 ･平L日誌)でも察せらるるであらう如く,
此協会 (演芸協会 ･平旧註)は,種々の点に於で,前記二種の劇の革新会とは冥ったものであった｡
第一に,それが彼の極端な写実主義でも,活歴主義でもない点に於て,第二には,その英雄烈婦,
忠FiL孝子本位の優美高尚専 一主義でもない点に於て,第三には西洋劇化主義でなく,飽迄も国劇の
特長を保存しつつ芸術としての向上を図ろうと望んだ点に於て｡｣と述べている 用羊峰青ばなし』
昭和 2年10月)｡
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